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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
遊
休
農

地
活
用
功
績
者
表
彰
・
事
例
発

表
が
あ
り
、
そ
の
後
の
明
治
大

学
名
誉
教
授
の
井
上
氏
の
基
調

講
演
で
は
、

①
我
が
国
の
食
料
自
給
率
は
79

％
を
誇
っ
て
い
た
が
、
今
は
約

40
％
と
な
り
、
国
際
的
に
み
て

も
食
糧
不
足
が
見
込
ま
れ
る
。

食
料
自
給
率
向
上
は
国
家
と
し

て
も
重
要
な
課
題
。

②
耕
作
放
棄
地
の
増
大
は
単

に
食
料
供
給
の
問
題
だ
け
で
な

く
、
農
村
地
域
の
荒
廃
に
繋
が

っ
て
い
る
。

③
解
消
の
た
め
「
担
い
手
」「
耕

作
作
物
」
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
そ
し
て
、
各
地
の
事
例
を

紹
介
し
な
が
ら
農
地
と
し
て
の

活
用
の
必
要
性
を
話
さ
れ
、
山

林
化
な
ど
農
地
と
し
て
復
元
不

可
能
な
農
地
は
林
地
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
も
必
要
と
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
講
演
後
の
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
遊
休

農
地
解
消
は
バ
ラ
バ
ラ
で
は
難

し
く
、
地
域
の
中
で
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
し
情
報
交
換
が
必

要
、
地
区
で
の
組
織
づ
く
り
が

大
切
と
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
飯
山
市
で
は
昨
年
の
９

月
〜
12
月
に
か
け
て
全
市
を
対

象
と
し
た
農
地
利
用
状
況
調
査

　

２
月
３
日
、
長
野
市
の
若
里
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
長
野
県
農
業
会

議
に
よ
る
、
遊
休
農
地
発
生
防
止
、
活
用
、
解
消
の
た
め
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
飯
山
市
農
業
委
員
会
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

 

遊
休
農
地
解
消
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
多
く

の
遊
休
農
地
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
に
は
耕
作
が
再
開
で

き
る
農
地
と
、
す
で
に
山
林
化

し
耕
地
と
し
て
利
用
で
き
な
い

農
地
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
発
生
防
止
・
解
消
の

た
め
担
い
手
の
確
保
が
必
要
で

あ
り
、
地
域
で
の
農
業
組
織
づ

く
り
、
補
助
金
活
用
な
ど
に
よ

り
農
地
集
積
を
進
め
る
こ
と
や
、

す
で
に
山
林
化
し
た
農
地
に
つ

い
て
は
、
農
地
か
ら
除
外
し
て

い
く
こ
と
も
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
発
行
人　
飯
山
市
農
業
委
員
会
長　
伊
澤
春
一

■
編　
集　
飯
山
市
農
業
委
員
会　
情
報
委
員
会

　農業委員会では、今後の活動に生かすため、平成24年２月１日に「認定農業者協議会、ＪＡ北信
州みゆき役員、農業委員との意見交換会」を開催しました。
　まず、伊澤農業委員会長より「農業活性化のため地域農業を自ら考え・活動する地域組織づくり
の必要性」が話され、ＪＡ北信州みゆき佐藤代表理事組合長からも「地域農業の活性化の必要性と、
５支所に営農課を設置する等４月から機構改革を考えている」との挨拶がありました。
　本市の農業は高齢化、後継者不足・価格の低迷・アスパラの立ち枯れ病等大変厳しい状況におか
れています。そのような中、農業委員会では「市長建議」で、担い手が集い、新たな作物の導入や
農地の利用集積など自らが考え、活動する地域づくりの必要性を訴えてきました。
　また、国では新規施策として農地集積を進めるため、農地の出し手にも支援する「農地集積協力金」
や、新規就農者への「青年就農給付金」などを予定しており、いずれも地域の話し合いにより「人・
農地プラン」の作成が必要になり、地域農業の在り方を考える組織づくりが不可欠となっています。
　意見交換会では耕作放棄地の増加を受け、地域の農業を考える地区組織づくりの必要性・運営方
法等が話され、現在進められている農業組織の統合に、飯山市農業セ
ンターも含めたらと話がありました。
　なお、農産物の有利販売、鳥獣害対策、自然災害への対応等の要望
も出され、今後も地域でこのような話し合いをしながら協力していくこ
とを確認しました。

 認定農業者、ＪＡ役員、農業委員との意見交換会開催

農業委員　武田 恒夫
（柳原地区）

あ
ぜ
道
だ
よ
り

我
が
家
は
兼
業
農
家
で
、
水

稲
、
畑
作
で
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を

主
に
栽
培
し
て
い
る
露
地
栽
培

が
中
心
だ
。
こ
の
仕
事
を
続
け

て
い
く
、
そ
う
な
る
と
作
業
は
、

早
朝
、
帰
宅
後
、
休
日
に
限
ら

れ
る
。作
業
は
待
っ
て
く
れ
な
い
。

毎
日
や
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い

し
、
日
中
の
明
る
い
時
で
な
い
と

で
き
な
い
作
業
も
あ
る
。
な
か

な
か
思
っ
た
作
業
は
出
来
な
い
。

そ
れ
で
も
周
り
の
農
家
に
言
わ

れ
る
。
二
足
の
草
鞋
を
履
い
て
い

る
か
ら
、
そ
ん
な
１
年
の
繰
り

返
し
だ
。
除
草
農
薬
、
化
学
肥

料
に
頼
っ
た
〝
つ
け
〞
が
き
て
い

る
。  ア

ス
パ
ラ
の
収
穫
が
終
わ
り
、

秋
、
倒
伏
防
止
の
支
柱
を
片
付

け
る
と
大
ま
か
な
農
作
業
は
終

了
す
る
。
こ
の
地
域
は
12
月
半

ば
過
ぎ
に
な
る
と
一
面
、
雪
に
な

り
作
業
が
で
き
な
く
な
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
近

年
、
地
球
温
暖
化
の
せ
い
か
以

前
よ
り
秋
の
作
業
も
遅
く
ま
で

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し

て
我
が
家
は
農
閑
期
に
入
る
。

〝
つ
け
〞
が
来
て
い
る
と
書
い

た
の
は
、
作
物
が
良
く
育
つ
土

の
環
境
を
損
な
っ
て
き
た
か
ら

だ
と
思
う
。

ア
ス
パ
ラ
の
茎
枯
れ
病
が
多

発
し
、
収
穫
量
が
大
き
く
左
右

さ
れ
て
い
る
。
収
穫
が
減
る
と

い
う
こ
と
は
、
収
入
も
減
る
と

い
う
こ
と
だ
。
ア
ス
パ
ラ
生
産
の

現
状
を
何
と
か
し
よ
う
と
研
修

会
も
開
き
、
Ｊ
Ａ
の
指
導
に
も

熱
が
入
る
が
決
定
的
な
対
策
が

出
来
て
い
な
い
。

ア
ス
パ
ラ
の
畑
が
空
き
始
め

た
一
昨
年
、
冬
至
需
要
向
け
カ

ボ
チ
ャ
「
ほ
く
っ
と
な
」
の
品
種

を
１
１
７
戸
が
試
験
的
に
栽
培

し
た
。
基
幹
作
物
の
ア
ス
パ
ラ

と
組
み
合
わ
せ
て
の
新
規
作
物

と
し
て
、
味
も
良
く
連
作
も
効

く
と
い
う
事
で
生
産
者
の
期
待

も
高
ま
っ
た
が
、
密
症
状
と
い

農
閑
期
に
思
う
こ
と

う
障
害
が
発
生
し
、
こ
の
品
種

は
中
止
さ
れ
た
。

新
た
に
昨
年
、
Ｊ
Ａ
の
も
と

で
冬
至
カ
ボ
チ
ャ
の
試
験
的
栽

培
農
家
を
募
っ
た
。「
ほ
っ
こ
り

１
３
３
」、「
Ｋ
Ａ
１
７
５
２
」、
２

種
類
の
品
種
を
我
が
家
で
は
試

験
栽
培
し
た
。

今
ま
で
の
講
習
会
を
基
に
一

株
一
果
取
り
を
基
本
と
し
て
、
一

果
に
養
分
を
凝
縮
し
、
甘
味
が

格
段
に
高
く
な
る
栽
培
方
法
の

指
導
を
受
け
、
品
質
を
向
上
さ

せ
生
産
を
目
指
し
た
。
こ
の
地

域
に
ど
の
品
種
の
栽
培
が
適
し

て
い
る
か
を
見
極
め
る
に
は
時

間
が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
少
し
で
も
可
能
性
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
こ
の
ハ
ー
ド
ル
を

越
え
て
次
に
つ
な
げ
た
い
。
農
業

は
そ
ん
な
困
難
の
連
続
で
あ
る
。

ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
、
失
敗

や
天
災
に
あ
っ
た
り
す
る
。で
も
、

実
り
の
秋
は
必
ず
や
っ
て
く
る
。

そ
の
収
穫
を
信
じ
、
困
難
に
立

ち
向
か
う
気
持
ち
だ
け
は
持
ち

続
け
た
い
。

昨
年
は
大
変
な
年
で
、
日
本

ば
か
り
で
な
く
世
界
中
で
い
ろ

い
ろ
な
災
害
が
あ
り
、
忘
れ
ら

れ
な
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
冬
の
豪
雪
と
戦
い

な
が
ら
、
春
の
作
付
け
を
待
ち

続
け
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

春のブナ林

◎
加
入
で
き
る
方

・
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

　
者
で
あ
る
者

・
60
歳
未
満
の
者

・
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　
す
る
者

※
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家
族

従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

◎
積
立
方
式
の
た
め
保
険
料
は

　
自
分
で
決
定

　
毎
月
の
保
険
料
は
２
万
円
か

ら
６
万
７
千
円
の
間
で
、
千
円

単
位
で
自
由
に
決
め
ら
れ
、
農

業
経
営
の
状
況
や
将
来
設
計
に

応
じ
て
、
い
つ
で
も
保
険
料
の

見
直
し
、
変
更
が
で
き
ま
す
。

◎
80
歳
ま
で
保
証
付
き
の

　
終
身
年
金

　

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
で
も
、
80
歳
ま
で
に
受
け

取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金
額

を
、
ま
た
65
歳
前
（
年
金
受
給

前
）
に
亡
く
な
っ
た
場
合
に
は
、

死
亡
一
時
金
を
遺
族
の
方
が
受

け
取
れ
ま
す
。

◎
農
業
者
年
金
な
ら
で
は
の　

　
特
別
メ
リ
ッ
ト

　
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額

が
所
得
税
等
の
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
受
け
取
る
年
金
は
公
的

年
金
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

◎
加
入
や
脱
退
は
自
由

　
加
入
や
脱
退
は
い
つ
で
も
自

由
に
で
き
ま
す
。

◎
保
険
料
へ
の
助
成
制
度
が

　

あ
り
ま
す

　

60
歳
ま
で
に
20
年
以
上
加

入
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
そ

の
他
の
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満

た
し
た
場
合
、
基
本
保
険
料

（
2
万
円
）
の
う
ち
国
か
ら
2
割

〜
5
割
の
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　　
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
、
詳

し
く
知
り
た
い
方
は
、
農
業
委

員
、
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎

62
３
１
１
１
内
線
２
６
１
）
ま

た
は
Ｊ
Ａ
窓
口
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

老
後
生
活
の
備
え
は

農
業
者
年
金
の加

入
か
ら

あ
し と

あ
（1・2月の活動記録）
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